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1.事業の目的

現在、環境問題は深刻な課題とされていながら、それを日々の生活の中で向き合つていく

べきものとして捉える姿勢は、未だ充分に市民には浸透していない。また、文部科学省によっ

て生涯学習社会の創造が提唱され、同時に学校教育との連携が求められている。

東海大学海洋科学博物館は水族館と科学博物館の要素を持ち、海洋科学に関する知識を

広く一般市民に啓蒙普及することを目的とし運営されている。近年、様々な理由から自然の

状態を保つ海岸線は減少し、身近な自然科学の学習の場であつた海を利用する機会は、

年々減つてきている。上記の社会的背景を踏まえると、現在当館には、身近な海洋環境を活

用し、学校教育としても利用できる環境教育の実施が求められていると言えよう。

今回は、本事業を活用し、身近な海洋生物から海洋環境保全の必要性について考えるきつ

かけを来館者に提供する為、環境教育プログラム「海の生きものミクロ観察会」と題した体験

学習を開発及び実施した。本プログラムは、身近な海に生息するプランクトンと、地元静岡の

特産品であるシラスを題材とし、「食と海洋」という観点から人と海洋の共存について考え、参

加者の意識改革に繋げることを目的とした。

2.実施内容

環境教育プログラム「海の生きものミクロ観察会」は、双眼実体顕微鏡を用いた、プランクト

ンの観察と、シラスの消化管の解剖と内容物の観察で構成されている。本プログラムは、小

学校高学年が理解できるレベルの内容となる事を心がけ開発した。

プログラム実施とその対象者

本プログラムは、定員 20名所要時間 60～ 90分とし、当館講堂と近隣船着場を実施場

所とした。当館の一般来観者を対象に参加を呼びかけたほか、学校団体や当館ホーム

ページでの公募に応えた参加希望者等を対象に、定員の増減等柔軟に対応した。また、

当館における他事業との連携企画としても実施した。2008年 5月 24日 から11月 14日

までに計 40回実施し、642名が参加した。本プログラムは無料で実施した。

環境教育プログラム「海の生きものミクロ観察会」実施対象者

実施対象者            実施回数参加入数アンケート回収数

一般来観者

学校団体参加者

公募による参無者

28     307

8     260

2      29

28

18

259

249

25

28

14

高等学校教員理科研修参加者        1
東海大学チャレンジセンター企画参加者    1
合計 40     642 575
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使用教材

双眼実体顕微鏡

プランクトン

ゆでシラス

柄付き針

シャーレ

プランクトンネット

ワークシート

…・20倍と40倍で観察できるものを使用。

…当館に隣接する清水港三保内海海岸船着場で採集。生きた状態のま

ま観察した。

…駿河湾で漁獲され塩ゆでにされたカタクチイワシのシラス。特に腹部

の消化管が赤く染まつたものを使用した。

…割りばしに針をくくりつけ、先端を刃物のように研いだ手作りのもの。

…プランクトンの観察には直径 3cm、 シラスの解音1には直径 9cmのガラ

ス製のものを用いた。

…目合い 0 33mmのものを使用した。
・・・M用 紙 4ページで構成。ワークシート内に記載した文章には、小学校
高学年に理解できる語句、登用漢字を用い、そうでないものには振り

仮名をふつた。
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プログラム内容

(1)導入

ワークシートを配布した後、観察会の流れを簡単に説明した。参加者一人につき双眼

実体顕微鏡を一台用意し、使い方を説明した。

(2)プランクトンの観察

当館近隣の清水港三保内海海岸船着場に参加者を誘導し、プランクトンを採集、生き

た状態で観察した。動物プランクトンと植物プランクトンをそれぞれ観察し、ワークシートに

記載したプランクトン図に印をつけ、図の中にないものは形をスケッチするよう手旨示した。

勲 7ランクトン 糧犠奪うンクトン

プランクトンとは、微小生物ではなく、水中で浮遊生活を行う生き物を指す事を説明した。

海洋に生息する生物の殆どが多少なリプランクトン生活を送る事を紹介した。
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(3)シラスの角翠剖

参加者に全長 2.2～ 3.5cmの ゆでシラスを配布し、頭部やヒレ、胴体等、全身を観察し

て貰つた。解剖を行う前に、シラスとは体色素が未発達な為透明で繊細な体を持つ、主に

イワシ類の仔魚を指す事を、実際に漁獲されるシラスの魚種を挙げて説明した。シラスの

生態や、静岡県で行われているシラス漁について紹介し、身近な食材でありながら、その

実態をよく知られていない、シラスという生物について説明した。

解剖には腹部の赤いゆでシラスを用い、解剖の目的を、その赤い消化管の中身を探る

事と位置付けた。結果としては、消化管の中から甲殻類等動物プランクトンの体部が出て

くる事を見せた。
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観察した動物プランクトンがシラスの消化管内から出てきた事から、海洋の食物連鎖に

ついて説明し、「食」という観点から、我々人間も海洋の恩恵を受けている事を説明した。

海岸に漂着したゴミの写真を見せ、プランクトンもシラスもゴミも、全て同じ目の前の海

に存在している事を示した。我々の食べ物となる生物が育つ海にゴミが散乱しているとい

う事実から、今後も継続して海洋の食料資源を利用していく為に、自分がどうするべきか

考えるよう呼びかけ、海洋環境保全の為の、自らの生活の振り返りを促した。
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3.結果

(1)体験学習としての評価

本プログラムは幅広い参加者に実施し、高い評価を得た。プログラム中で最も興味を抱

いた内容に「プランクトンの観察」と「シラスの解剖と観察」の両方を挙げる参加者が少なく

なかつた他、「顕微鏡を使つて観察を行つたことが楽しかつた」という感想も寄せられた。

シラスの解剖は低年齢層には難しいものであつたが、保護者やスタッフが手伝うことで、

幼い参加者でも本プログラムの内容を充分に楽しむ事ができた。

(2)環境教育プログラムとしての効果

参加者に実施したアンケートの自由記述欄を見ると、「海にゴミを捨てない。落ちていた

ら拾う」といつた内容の記述が少なくなかつた。本プログラムは、海洋環境保全の為に自

分に何ができるかを問いかける形でプログラムを終了させている。つまり、これらの今後

の行動について示唆する内容の記述は、参加者自らが考え導き出した答えなのである。

本プログラムは参加者の意識改革に繋がり、環境教育としての効果を発揮したと言える。
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事31運 樗奪7ごしての効果

本プログラムは小学校高学年を目安に内容を構成したが、中学生や高校生からも「と

ても良い体験だつた」という感想が少なくなかった。教員からの評価も高く、高校理科教員

からは「授業でも活用できる内容」という意見も寄せられた。本プログラムは学校連携教

材として利用できる内容であり、社会教育機関における学校との連携事業として有効な

環境教育プログラムであると言える。

4.まとめ

本プログラムを通じて参加者は、身近な海に関する様々な知識と、理科学習に親しむ経験

を身につけた。更に自身と海洋の繋がりを理解し、海洋環境との共存の為に「自分に何がで

きるか」の答えを具体的な行動として考え出した。実施結果としては、幅広い年齢層の参加者

が本プログラムに満足したと回答し、学校教員からは「授業に活用できる」と高い評価を得た。

低年齢層の参加者でも、プログラムの間中知的好奇心を持続させ集中する姿が見られた。

本プログラムは、幅広い年齢層の参加者が楽しめ、かつ環境教育及び学校連携として高い

効果を発揮する内容であると言える。今後も改良を加え、博物館で継続的に実施していくこと

で、より多くの人の学習の一助としていく必要があると考えられる。
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υ 恩蕊懃露勤成事業
海の小さな生きものをみ‐よう

プランクトンの採集方法

〓一一】

・齢
．ミ

ミクロな生きもの観察ノート
「
 _____

見つけたプランクトエ 0し ぅしゎ ほ しめ .I 気ガっt、たこ雲 tみ ましまう。  |

東海大学海洋科学博物館

テキスト表紙

とても小さな魚「シラス」

:::礁蕉警章誓鶴で

了馨 二K憑

シラスを解 3」してみよう !

総
ス。倅ほとてもやわらなく

彎灘y“

1ページロ「海の小さな生きものをみよう !」

見たこと、知つたこと、感したことを記録してあきましよう。

警祗顆帰必鷺判」不
岬

「このテキストは競艇の交付金による
日本財団の助成金を受けて作成しました。」

4 消イι書をたて●さいて開きます.

2ページロ「とても小さな魚「シラス」」

「海の生きものミクロ観察会」テキスト(成果物 1)
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テキスト裏表紙


